
子ども議会
たがわ教育フェス実行委員会主催イベント「まちのがっこう」で

小中学生が「理想の学校」の実現のため
市長や教育委員会に対して質問しました。

s田川市議会事務局
　 ☎85-7170   FAX 44-2043

7月臨時会・9月定例会を開催
計44議案を審議しました

たがわ

令和7年
12月1日
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9月定例会

［委員会の名称］　総文：総務文教委員会、厚生：厚生委員会、建経：建設経済委員会

件　　　　名 付託委員会 議決結果議案番号
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9
10
11

36
37
38

43

12

39
40
41
42

45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55

1
2
3
4
5
6

44
45
46
47
48
49
50
51

4

1

43

44

承　認ー

承　認ー

承　認ー

承　認ー
承　認ー
承　認ー

承　認ー

原案可決総文・厚生・建経
原案可決厚　生
原案可決厚　生
原案可決厚　生

原案可決総　文

原案可決総　文

原案可決総　文
原案可決総　文
原案可決総　文
原案可決総　文
原案可決総　文

原案可決総文・厚生

不認定総文・厚生・建経
認　定厚　生
認　定厚　生
認　定厚　生
認　定建　経
認　定厚　生

原案可決厚　生

同　意ー
同　意ー
同　意ー

同　意ー

原案可決ー

原案可決ー
原案可決ー
原案可決ー
原案可決ー
原案可決ー
原案可決ー
原案可決ー
原案可決ー

原案可決ー

原案可決総　文
原案可決総　文
原案可決総　文

原案可決ー

田川市職員の育児休業等に関する条例及び田川市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部
改正について
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の
利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について

市長専決処分の報告並びに承認を求めることについて
［専決第16号 令和7年度田川市一般会計補正予算］

市長専決処分の報告並びに承認を求めることについて
［専決第10号 令和7年度田川市一般会計補正予算］
市長専決処分の報告並びに承認を求めることについて

［専決第11号 令和7年度田川市一般会計補正予算【追加】］

市長専決処分の報告並びに承認を求めることについて［専決第13号 財産の処分について］
市長専決処分の報告並びに承認を求めることについて［専決第14号 市道路線の認定について］
市長専決処分の報告並びに承認を求めることについて［専決第15号 財産の取得について］

令和7年度田川市一般会計補正予算

田川市議会議長不信任決議について

令和７年度田川市一般会計補正予算

人権擁護委員候補者の推薦について（立花晶子氏）

田川市市税条例の一部改正について

田川市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
転貸債による借入金の貸付契約の締結について
製造請負契約の締結について
田川市固定資産評価審査委員会委員の選任について（重松安男氏）
田川市教育委員会委員の任命について（柴田利規子氏）
田川市公平委員会委員の選任について（横山大輔氏）
令和７年度田川市一般会計補正予算（追加）
令和７年度田川市一般会計補正予算（追加その2）
和解及び損害賠償の額を定めることについて

田川市防災会議条例の一部改正について

令和７年度田川市国民健康保険特別会計補正予算
令和７年度田川市後期高齢者医療特別会計補正予算
令和７年度田川市急患医療特別会計補正予算

令和6年度田川市一般会計決算
令和6年度田川市国民健康保険特別会計決算
令和6年度田川市後期高齢者医療特別会計決算
令和6年度田川市急患医療特別会計決算
令和6年度田川市等三線沿線地域交通体系整備事業基金特別会計決算
令和6年度田川市病院事業会計決算

田川市議会議長不信任決議について

持続可能な病院経営の確保を求める意見書について

情報公開請求に係る個人情報漏えいの調査に関する決議について
指名競争入札による建設工事発注の調査に関する決議について
子どもたちの豊かな学びの保障と学校の働き方改革の確実な推進を求める意見書について
地方財政の充実・強化に関する意見書について
国民健康保険財政への国庫負担の増額を求める意見書について
訪問介護の基本報酬引下げを見直し、介護報酬引上げの再改定を求める意見書について
民生委員・児童委員の担い手確保を求める意見書について

田川市長の不適切とされる行為に関する第三者調査委員会設置条例の制定について

8 市長専決処分の報告並びに承認を求めることについて
［専決第12号 田川市病院事業の設置等に関する条例の一部改正について］

損害賠償請求事件に係る和解について

7月臨時会 議決結果

議決結果
件　　　　名 付託委員会 議決結果議案番号

報　　　　告

報　　　　告

諮　　　　問

認　　　　定

議員提出議案

委員会提出議案

市長提出議案

市長提出議案

議員提出議案

※詳しくは❹ページ

※詳しくは❺ページ

※詳しくは❺ページ
※詳しくは❺ページ

※詳しくは❻ページ
※詳しくは❻ページ
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賛否の状況（7月臨時会）

※会派名：社民党＝社民党市議会議員団、共産党＝日本共産党市会議員団
※上記以外の案件は、全会一致で可決されました。陸田議員（孔志会）は議長であるため、採決に加わっていません。
※議員提出議案第43号、44号は、陸田議員は除斥（＊）となり、辻議員は副議長として議長の職務を行ったため、採決に加わっていません。
　＊除斥…議会の審議を公正に行うため、審議する案件に利害関係がある議員はその審議に参加できないこと。
※議員提出議案第43号、44号は協議の結果無記名投票となったため、議員別の賛否はわかりません。

田川市議会議長不信任決議について議員提出議案
第43号

榊
原

村
𠮷

シン・タガワ

案件
議員名

会派名 社民党 新風会 共産党 孔志会 公明党 清友会
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﨑
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〇：賛成　×：反対　欠：欠席　除：除斥

〇：賛成　×：反対　欠：欠席　除：除斥

12月定例会は12月1日（月）開会予定です
一般質問は、12月3日（水）・4日（木）・5日（金）
※一般質問の通告者が少ない場合は、3日（水）と4日（木）の2日間となる場合があります。
◎本会議・委員会は、インターネット中継と録画映像の配信を行います。ご利用ください。 ※いずれも10時開始予定です。

議会日程 議会中継

5

6

無記名
投票 無記名投票 無記名投票

無記名
投票 無記名投票 無記名投票

賛否の状況（9月定例会）

令和7年度田川市
後期高齢者医療特別会計補正予算議案第41号

榊
原

村
𠮷

シン・タガワ

案件
議員名

会派名 社民党 新風会 共産党 孔志会 公明党 清友会

辻香
月

石
松

原
田

梶
原

小
林

佐
藤

柿
田

尾
﨑

陸
田

佐
々
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髙
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成

反
対

12 4

10 6

10 6

9

10 6

10 6

10 6

10 6

10 6

0 16

〇 〇 〇 〇 × 〇 × × 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇×〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ― × × × × ×〇〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ― × × × × ×〇〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ― × × × × ×〇〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ― × × × × ×〇〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ― × × × × ×〇〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ― × × × × ×〇〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ― × × × × ×〇〇

× × × × × × × × × ― × × × × ×××

令和7年度田川市
一般会計補正予算（追加その2）議案第54号

議案第55号

認定第1号

和解及び損害賠償の額を
定めることについて

田川市議会議長不信任決議について議員提出議案
第44号

情報公開請求に係る個人情報漏えいの
調査に関する決議について

議員提出議案
第45号

指名競争入札による建設工事発注の
調査に関する決議について

議員提出議案
第46号

国民健康保険財政への国庫負担の
増額を求める意見書について

議員提出議案
第49号

訪問介護の基本報酬引下げを見直し、
介護報酬引上げの再改定を求める意見書について

議員提出議案
第50号

民生委員・児童委員の担い手確保を
求める意見書について

議員提出議案
第51号

令和6年度田川市一般会計決算
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 　　 特別な支援を要する児童生徒
が増えている。児童生徒にとって最適
な支援ができるよう、早期の対応を
お願いしたい。
 　　 小学校入学前から保育園や幼
稚園、子育て支援課と情報共有し、田
川市教育支援委員会で特別支援学
級等への入級を判断している。小・中
学校では、特別支援教育支援員を学
校の状況に応じて増員し適切に対応
できるよう体制整備をしている。

総務文教委員会
 　　 障がい者の日常生活用具給付
事業における給付基準額は物価高騰
に伴って見直しがなされているのか。
 　　 給付基準額は長年見直しをし
ていない。用具利用者の実態の把握
に努め、基準額の見直しについて検
討したい。

厚生委員会
 　　 空き店舗補助金を交付した人
の状況はどのように把握しているか。

 　　 対象者には3年間、決算状況の
報告をお願いしている。 令和6年度ま
での状況を踏まえ、令和7年度から
は、店舗の改修補助金から、家賃補
助及び購入費の一部補助に変更して
実施している。

建設経済委員会

令和6年度 決算審査

認定第1号令和6年度田川市一般会計決算の採決に当たっては、下記の反対討論がありました。

9月定例会では、令和6年度予算が適切に執行されたのか、各常任委員会で審査しました。
このうち、一般会計決算額は、歳入358億7,530万円、歳出352億5,671万５千円でした。

　委員会で出された議員からの質疑、意見の一部を紹介します。

　令和５年７月から議会優先公用車の運用が開始され、運転手として職員2名に議会事務局の併任辞令が出てい
たことについて、議会内には全く説明はなく、合意を得ていない。そのような状況で、議会優先車の運転手に時間
外や休日勤務手当が支払われることについて理解ができないため、これらの手当を含む議会職員手当は、認定し
がたいことから、決算には反対する。（石松議員）

　①大任町事務委託負担金については、大任町に建設事務を委託したごみ処理等3施設の工事費の内訳が分か
る積算書の提出はなく、また、規約にはないスポーツ施設等の建設費用まで含まれていること。さらに、規約に定
める決算資料は長年提出されず、規約違反の状態が続いているにもかかわらず、負担金を支出していること。②田
川郡東部環境衛生施設組合負担金について、公告式条例の改正後における議決がないまま、100条委員会が設
置、開催され、それにかかる費用が含まれていると見込まれること。③陸田議長が議会内の意思統一もないまま
議会優先車の運用を開始し、私用とも思われる行事にも議会優先車を使用していること。以上3点は公費の不適
切な支出であることから決算を認定することはできない。（佐藤議員）

　決算が不認定となった場合でも、すでに執行した予算は有効で、決算の効力に影響を及ぼすことはありません。しかし、当該議決を踏ま
えて執行部が必要と認める措置を講じたときは、速やかにその内容を議会に報告するとともに、公表しなければなりません。

採決

本会議

不認定 となりました。令和6年度一般会計決算は

本会議の
映像

　村上市長の不適切な行動により、市民の信用を失墜させ、市政を混乱させるとともに、本市のイメージを著しく
おとしめた。この件は、公金の不正使用、信用失墜、不適切人事、田川市政治倫理基準違反など多くの問題を含ん
でいる。令和６年度は市長が市の予算を使って公務出張を行い、女性職員との不倫を重ねていた時期であるた
め、そのような支出を含んでいる決算は、当然認定できない。（尾﨑議員・山野議員）

要望 質疑 質疑

答弁
答弁 答弁

議会のおしらせ No.230 ❹ 2025.12  広報たがわ 16



　省エネ家電等に買い替えをし
た市民に対し、費用の一部を助成
する事業。令和７年４月から開始
していた対象品目、エアコン、冷蔵
庫、LED照明に加え、令和７年１０
月からは給湯器も対象とするよう
拡充するもの。

　文化センターの雨漏り工事や音響設備の更新に係
る費用

　旧猪位金球場及び猪位金グラウンド等の売却処分
に向けた、不動産登記等業務委託にかかる費用

令和７年度田川市一般会計補正予算（追加その２）議案第54号

令和７年度田川市一般会計補正予算議案第39号

和解及び損害賠償の額を定めることについて議案第55号

・不正を認識しておきなが
ら、契約期間が満了するま

で是正措置を行わないことは、本市
は不正があってもそれを容認すると
いう誤ったメッセージを社会に伝え、
職員の中にもそのような姿勢が蔓延
するおそれもあり、これは大きなデメ
リットである。また、不適切な業者選
定の中で選ばれなかった業者もある
ことから、公平で公正な入札を行う
べきである。（佐藤議員）

・今回の契約解除で、ごみ収集運搬業務が滞るおそれもあり、ま
た、1,000万円もの予算をかけて、全く問題のない業者の契約を

解除する必要性が理解できない。これは、「地方公共団体は、住民の福祉の
増進に努めるとともに、最小の経費で最大の効果を挙げるようにしなけれ
ばならない」と定められた地方自治法に反していることから、本議案には賛
成できない。（田守議員）

・市民生活の向上に充てられるべき予算から多額の損害賠償金を支払って
まで契約の解除を行うことは、市民の理解を得られず、行政への信頼を損
なう。本件は、民法の信義誠実の原則や契約関係における協力義務に反し、
地方自治法の自治体の責務を軽視するなど、複合的かつ重大な法令違反
を含むため、本議案には反対する。（永松議員）

賛成 反対

可 決

【概 要】業者選定過程に不適切な事案が確認されたことから、契約解除の手続きを進めてい
た一般廃棄物（ごみ）収集運搬業務委託契約について、全3工区のうち1つの工区に係る契約
解除の協議が調った。議案第55号は、この1工区分の契約解除についての和解と、損害賠償の
金額について議会の議決を求めるもの。議案第54号は、この契約解除に伴う損害賠償金及び
新たな業務委託契約にかかる経費について、予算を補正するもの。

【補正予算の主な内容】
・損害賠償金　8,238千円　・新たな業者への委託料　2,195千円
・令和8～11年度までの委託料　139,471千円（債務負担行為）

　9月補正予算では、物価高騰の影響を受けた生活者や事業者の支援を目的に国から交付される物価高騰対応重点支
援地方創生臨時交付金を活用して新たに実施する事業等が計上されました。一般会計の補正予算額は、歳入歳出とも１億
1,034万6千円を増額し、予算総額は、360億8,567万6千円となりました。今回補正された予算の主なものを紹介します。

※議員ごとの賛否は
　❸ページに記載して
　います。

物価高騰対応重点支援地方創生
臨時交付金を活用して実施する事業

その他の事業

●省エネ家電等買替促進事業費
602万9千円

●文化センター・青少年文化ホール運営事業費
1,404万7千円

　田川市に住民登録の
ある12歳以下の人を対
象に、インフルエンザ予
防接種の費用の一部を
助成する事業。

●小児インフルエンザ予防接種事業費
1,853万1千円

委員会での質疑

 　　 文化センター・青少年文化ホールの建て替え
の予定は？

 　　 市内の各施設で老朽化が進んでいるため、そ
れぞれの耐用年数を見据えながら、他施設と
の複合化等も含めて検討する予定。

委員会での質疑

 　　 旧猪位金球場の売却の予定があるのか？
 　　 将来的に売却できるよう整備するもの。

●遊休資産利活用経費 1,502万5千円

質疑

質疑

答弁

答弁
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情報公開請求に係る個人情報漏えいの調査に関する決議について
【提出者】香月 ［賛成者：柿田、榊原、石松、小林］
【概　要】令和3年6月にインターネットメディア、ニュースサイトハンターの記者が、田川市に対し、市長選挙におけ
る選挙運動費用収支報告書等や一般廃棄物（ごみ）収集運搬業務委託事業者選定に関する資料等について情報開
示請求を行った。その後、当時の総務大臣秘書から電話があり、当該請求の取り下げを求められたため、記者は、情
報開示請求に係る個人情報が本市から外部に伝わったとして、本市に対し損害賠償を求める訴えを行った。市は情
報漏えいがあった可能性が否定できないことを認めて和解した。
　情報開示請求をした人の個人情報が漏えいしたということは、情報公開制度の根幹を揺るがす重大な事態であ
る。今後の再発防止のため、徹底した調査が必要である。

・市は情報漏えいがあった可能性が否定できないこ
とを認めて和解したが、関係職員等への内部調査

では全員が情報漏えいを否定した。今回の情報漏えいのよう
なことが平然と行われたのであれば、怖くて誰も情報開示請
求ができなくなる。徹底した調査が必要である。（石松議員）
・和解したから終わりではない。市に情報開示請求をしたら、
どこの誰に漏れるか分からないというレッテルを張られ、市
民からの信用・信頼は失墜している。しっかりと調査し、再発
防止に努めるべきである。（榊原議員）

・本件はすでに当事者間で和解が成立し、今後同様
のことが生じないよう情報管理を徹底すると発表

している。また、２度にわたる内部調査においても情報漏えい
は確認できなかったことについて、150万円もの費用を充て
て調査することに疑問を感じる。（尾﨑議員）
・改めて調査を行うことにより、和解内容と事実認定の矛盾
が生じるなど、和解の目的を阻害する可能性がある。また、証
拠開示や証人喚問など、職員や関係者に与える負担も大き
く、調査の費用対効果も期待できない。（永松議員）

賛成 反対

・本件は行政の信頼を著しく損なうものである。公
平性、中立性、透明性の確保と再発防止の検討の

ため調査の必要性はきわめて高い。（梶原議員）
・本件は終わったことでは済まされない。不正がどのように
行われたかを明らかにし、二度と同じことを繰り返さないた
めに徹底した調査が必要である。（香月議員）

・今回示された事実は氷山の一角ではないかと考えている。掘
り下げて調査を行うことで明らかになることもあると考える。ま
た、再発防止のためにも十分な調査が必要である。（佐藤議員）

・調査範囲を絞れておらず、また、議員全員を委員と
する委員会での審査は非効率である。（尾﨑議員）

・執行部における不適正な事務処理に関することであるた
め、執行部の内部調査によって真相を究明するべきである。執
行部において特命調査を行っており、その結果を受けての今
後の対応が示されていない中、議会で改めて調査を行うため
の特別委員会を立ち上げるのは時期尚早である。（永松議員）

賛成 反対

委員会の
映像

▲

本会議の映像
▲

本会議の映像

▲

第1回 第2回 第3回

2つの100条委員会が設置されました
議員提出議案第45号

指名競争入札による建設工事発注の調査に関する決議について
【提出者】榊原 ［賛成者：柿田、村𠮷、石松、小林］
【概　要】令和元年度の建設工事の指名競争入札において、選挙で当時の市長を応援しなかった業者が恣意的に指
名外しや指名回避などの不利な取り扱いを受けた疑いが浮上している。これは市政の公平性、中立性、透明性を損
ない、市民の信頼を根底から揺るがす極めて深刻な違法行為である。
　今後の再発防止策を提案するとともに市民に対して説明責任を果たすため、本件について調査特別委員会で徹
底的に調査する必要がある。

議員提出議案第46号

委員長：香月／副委員長：辻

指名競争入札による建設工事発注に
関する調査特別委員会を設置

委員会の
映像

▲

第1回 第2回

委員長：佐藤／副委員長：辻

可決
賛成多数により

　地方自治体の事務に関する調査を行うことができる委員会のことで、地方自治法第100条に定めら
れているため、「100条委員会」と言います。設置するには、議会の過半数の賛成が必要です。
　市職員のほか、外部の関係人の出頭や証言、記録の提出を求めることもできる強い調査権を持って
います。これらの請求に正当な理由なく応じない場合は、罰則規定があります。「100条委員会」

ことばの説明

※議員ごとの賛否は❸ページに記載しています。

情報公開請求に係る個人情報漏えいに
関する調査特別委員会を設置
※議員ごとの賛否は❸ページに記載しています。

可決
賛成多数により

議会のおしらせ No.230 ❻
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乳
幼
児
健
診

香
月
隆
一
議
員

　

保
育
料
の
完
全
無
償
化
に
よ
り
、子

育
て
世
帯
の
大
き
な
経
済
的
負
担
軽

減
に
な
っ
て
い
る
。市
内
の
保
育
施
設

に
通
う
子
ど
も
の
数
や
、施
設
の
定
員

充
足
率
に
つ
い
て
問
う
。

　

昨
年
度
の
就
園
児
童
数
は
１
７
２

０
人
。就
園
率
は
80
・
５
％
で
、完
全
無

償
化
開
始
前
よ
り
も
９
・
３
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
た
。市
内
認
可
保
育
所
の
利
用

定
員
に
対
す
る
就
園
児
童
数
の
割
合

で
あ
る
定
員
充
足
率
は
、１
０
０
・

１
％
で
あ
る
。

　

市
内
保
育
施
設
に
お
け
る
保
育
士

不
足
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

　

国
が
定
め
た
配
置
基
準
に
基
づ
い

て
保
育
士
を
配
置
し
、ま
た
、保
育
士

の
業
務
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
保
育
補
助

者
を
必
要
に
応
じ
て
配
置
し
て
い
る

が
、利
用
定
員
ま
で
受
け
入
れ
る
た
め

に
必
要
な
保
育
士
の
確
保
に
至
っ
て

い
な
い
保
育
所
は
あ
る
。現
在
は
、保

育
補
助
者
の
雇
用
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、保
育
補
助
者
の
資
格
取
得
を
促

し
、正
規
保
育
士
と
し
て
の
雇
用
に
つ

な
げ
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
。今
後

は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
保
育
士

募
集
を
行
う
こ
と
や
、合
同
保
育
士
就

職
説
明
会
の
実
施
を
検
討
し
て
い
る
。

　

市
内
に
お
け
る
子
ど
も
の
遊
び
場

の
現
状
と
今
後
の
整
備
予
定
を
問
う
。

　

中
央
公
園
、石
炭
記
念
公
園
に
大

型
複
合
遊
具
を
、成
道
寺
公
園
に
は
障

問問 問

問問 答答

答答答
子
育
て
支
援田
守
健
治
議
員

清
友
会

社
民
党
市
議
会
議
員
団

代
表
質
問

代
表
質
問

一般質問

が
い
の
有
無
や
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず

誰
も
が
一
緒
に
楽
し
め
る
遊
具
を
設

置
し
て
い
る
。少
子
化
に
よ
り
公
園
の

利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、公
園

の
数
は
減
ら
す
方
向
で
検
討
を
し
て

い
る
が
、中
央
公
園
、石
炭
記
念
公
園

は
今
後
も
子
ど
も
が
楽
し
め
る
公
園

と
し
て
整
備
し
、遊
具
も
段
階
的
に
拡

充
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。室

内
の
遊
び
場
は
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
設
置
し
て
い
る
。

　

市
民
が
遊
び
場
を
求
め
て
市
外
ま
で

出
か
け
て
い
る
と
聞
く
。本
市
で
も
魅

力
あ
る
遊
び
場
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

市
民
プ
ー
ル
の
水
質
が
悪
い
と
の

声
が
あ
る
。管
理
方
法
に
つ
い
て
問
う
。

　

厚
生
労
働
省
が
示
す
遊
泳
用
プ
ー

ル
の
衛
生
基
準
を
遵
守
し
て
適
正
に

管
理
し
て
い
る
。水
質
改
善
の
た
め
、

調
査
を
重
ね
、ろ
過
器
の
ろ
材
の
入
れ

替
え
や
、使
用
す
る
塩
素
の
薬
品
変
更

な
ど
、様
々
な
対
策
を
し
て
い
る
。引

き
続
き
水
質
改
善
に
努
め
た
い
。

熱
中
症
対
策
や
利
便
性
向
上
の
た
め

休
憩
施
設
を
整
備
で
き
な
い
か
問
う
。

市
民
プ
ー
ル
は
竣
工
か
ら
20
年
以
上

経
っ
て
い
る
た
め
、管
理
棟
や
遊
具
の

改
修
に
つ
い
て
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

休
憩
施
設
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討

す
る
。

答答答
　

乳
幼
児
健
診
の
目
的
や
実
施
状
況

に
つ
い
て
問
う
。

　

乳
幼
児
の
疾
病
や
発
育
発
達
上
の

問
題
を
早
期
に
発
見
し
適
切
な
支
援

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て

い
る
。健
診
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
子

ど
も
は
、保
育
所
と
連
携
す
る
な
ど
し

て
全
員
の
発
育
や
育
児
状
況
を
把
握

し
て
い
る
。

　

子
ど
も
の
発
達
障
が
い
の
早
期
発
見

に
有
効
と
さ
れ
る
５
歳
児
健
診
に
つ
い

て
、国
は
２
０
２
８
年
度
ま
で
に
全
国

で
の
実
施
を
目
指
し
て
い
る
。本
市
で

の
実
施
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

　

現
在
は
、５
歳
に
な
る
児
童
に
対

し
、チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
提
出
を
求
め
、

必
要
な
人
は
発
達
相
談
等
に
つ
な
ぐ
、

５
歳
児
発
達
相
談
事
業
を
行
っ
て
い

る
。今
後
５
歳
児
健
診
の
実
施
を
検
討

し
た
い
。

　

自
然
災
害
か
ら
す
べ
て
の
人
の
命
を

守
る
た
め
、外
国
人
も
含
め
、ス
マ
ホ
な

ど
の
利
用
が
困
難
な
住
民
に
対
す
る

情
報
伝
達
機
能
の
強
化
が
必
要
と
考

え
る
。本
市
の
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

　

災
害
に
関
す
る
情
報
は
、防
災
行
政

無
線
、公
式
L
I
N
E
、テ
レ
ビ
放
送

な
ど
複
数
の
手
段
を
用
い
て
い
る
。来

年
度
に
か
け
て
防
災
行
政
無
線
を
更

新
し
、よ
り
広
範
囲
に
音
声
が
届
く
よ

問

問

問問

答答 問
情
報
漏
え
い

防
災
・
減
災
対
策

市
民
プ
ー
ル

う
に
す
る
こ
と
や
固
定
電
話
や
フ
ァ
ク

ス
を
使
っ
て
情
報
伝
達
で
き
る
よ
う
に

す
る
予
定
で
あ
る
。ま
た
、防
災
ア
プ

リ
を
導
入
し
、外
国
語
で
も
情
報
伝
達

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　

自
力
で
の
避
難
が
困
難
な
避
難
行

動
要
支
援
者
の
避
難
及
び
避
難
後
の

支
援
を
確
実
に
行
う
た
め
の
個
別
避

難
計
画
の
作
成
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

　

現
在
、個
別
避
難
計
画
は
作
成
し
て

い
な
い
。今
後
、避
難
行
動
要
支
援
者
制

度
の
見
直
し
や
、実
効
性
の
あ
る
計
画

の
在
り
方
を
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

４
年
前
、本
市
に
情
報
開
示
請
求
を

行
っ
た
情
報
が
、当
時
の
総
務
大
臣
秘

書
に
漏
れ
た
と
し
て
、情
報
公
開
請
求

者
が
訴
訟
を
起
こ
し
、今
年
８
月
に
和

解
が
成
立
し
た
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。

情
報
公
開
制
度
の
根
幹
を
揺
る
が
す

重
大
な
事
態
と
考
え
る
が
、今
後
の
再

発
防
止
や
情
報
管
理
の
徹
底
に
つ
い
て

市
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

　

行
政
手
続
き
に
お
け
る
個
人
情
報

は
法
律
に
基
づ
い
て
適
切
に
管
理
し
、

目
的
外
の
利
用
や
外
部
へ
の
提
供
が
厳

し
く
制
限
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、行
政
職

員
は
業
務
で
知
っ
た
情
報
を
他
に
漏
ら

し
て
は
な
ら
な
い
守
秘
義
務
が
あ
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
職
員
に
周
知
を
徹
底

し
、継
続
的
な
意
識
向
上
を
行
う
。

議
員

要望



柿
田
孝
子
議
員

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

代
表
質
問

山
野
義
人
議
員

公
明
党

代
表
質
問

　

施
設
等
で
行
わ
れ
る
不
在
者
投
票

が
市
内
何
か
所
で
行
わ
れ
た
か
問
う
。

　

市
内
で
不
在
者
投
票
が
で
き
る
指

定
施
設
は
17
か
所
あ
り
、先
の
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
で
は
、そ
の
う
ち
11
施
設
で

不
在
者
投
票
を
行
っ
た
。

　

施
設
を
不
在
者
投
票
所
に
す
る
際

の
条
件
な
ど
に
つ
い
て
問
う
。

　

施
設
の
申
請
に
よ
り
、県
選
挙
管
理

委
員
会
が
施
設
の
規
模
、不
在
者
投
票

の
実
施
に
当
た
り
会
場
や
人
員
体
制

が
確
保
で
き
る
か
な
ど
を
審
査
し
指

定
す
る
。指
定
の
目
安
は
、お
お
む
ね

50
人
以
上
の
人
員
を
収
容
す
る
施
設

規
模
で
あ
る
。

　

投
票
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い

て
問
う
。

　

学
校
な
ど
の
施
設
に
は
、建
物
に
ス

ロ
ー
プ
が
ほ
ぼ
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

地
域
の
公
民
館
等
玄
関
に
段
差
が
あ

る
場
合
は
、選
挙
管
理
委
員
会
作
製
の

仮
設
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
し
て
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
努
め
て
い
る
。

　

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
条

件
に
つ
い
て
問
う
。

　

身
体
的
に
投
票
所
ま
で
行
く
こ
と

が
困
難
な
場
合
、自
宅
か
ら
郵
便
を
利

用
し
て
不
在
者
投
票
が
で
き
る
。対
象

は
、身
体
障
害
者
手
帳
１
級
や
２
級
で

両
下
肢
等
に
障
が
い
が
あ
る
人
、ま

た
、介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
要
介
護

状
態
区
分
が
要
介
護
５
の
人
な
ど
で

あ
る
。

問問問問 答答答答

問問 答答

選
挙
に
お
け
る
投
票
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

　

農
業
の
人
手
不
足
の
対
策
に
つ
い
て

問
う
。

　

新
規
就
農
者
の
育
成
に
関
し
て
は
、

国
の
補
助
制
度
が
あ
る
ほ
か
、市
独
自

の
支
援
と
し
て
新
規
就
農
を
目
指
す
者

を
雇
用
す
る
農
業
経
営
者
へ
の
補
助
を

行
っ
て
い
る
。今
後
も
地
域
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
補
助
事
業
の
活
用
な
ど
を
検
討

し
た
い
。

　

障
が
い
が
あ
る
人
等
を
就
農
に
つ
な

げ
る
農
福
連
携
に
つ
い
て
、本
市
の
現

状
を
問
う
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、認
定
農
業
者
と

障
が
い
者
施
設
で
連
携
し
た
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、農

家
側
に
は
人
材
確
保
、施
設
側
に
は
働

き
が
い
や
収
入
の
確
保
と
な
る
な
ど
、

互
い
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
る
。他

市
の
事
例
を
参
考
に
知
識
を
深
め
て
い

き
た
い
。

　

米
不
足
に
よ
り
価
格
高
騰
が
起
こ
っ

た
が
、本
市
の
需
給
調
整
の
状
況
に
つ

い
て
問
う
。

　

米
の
需
給
調
整
は
国
、県
の
指
導
の

下
で
行
っ
て
い
る
。２
年
後
に
国
が
水

田
政
策
の
見
直
し
を
行
う
た
め
、情
報

収
集
に
努
め
、適
切
に
事
業
を
進
め
る
。

　

パ
プ
リ
カ
栽
培
研
修
施
設
の
成
果
と

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
問
う
。

　

こ
れ
ま
で
に
３
期
５
名
を
受
け
入

れ
、自
立
就
農
し
た
研
修
生
も
い
る
が
、

問問 問問

問問 答答

答答答答
農
業
政
策

一般質問

就
農
後
、パ
プ
リ
カ
栽
培
を
行
っ
て
い

な
い
な
ど
、担
い
手
育
成
と
い
う
観
点

で
十
分
な
成
果
は
出
て
い
な
い
。今
後
、

施
設
運
営
に
係
る
市
の
財
政
コ
ス
ト
の

検
証
等
を
行
い
、施
設
の
在
り
方
を
検

討
す
る
。

　

小
中
学
生
の
職
業
体
験
に
つ
い
て
問

う
。

　

小
学
校
で
は
高
学
年
を
対
象
に
、社

会
で
働
く
様
々
な
大
人
た
ち
と
対
話
す

る
夢
授
業
と
い
う
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。中
学
校
で
は
２
年
生
を
対
象
に

職
場
体
験
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、小

学
校
と
同
様
に
夢
授
業
を
実
施
し
て
い

る
。今
後
も
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
や

各
学
校
・
地
域
の
実
態
に
応
じ
て
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
推
進
し
た
い
。

　

英
語
検
定
の
受
験
に
係
る
補
助
を

行
う
こ
と
で
英
語
に
対
す
る
興
味
関
心

を
高
め
、学
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。本
市
の
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

　

年
１
回
中
学
３
年
生
の
全
生
徒
を
対

象
に
英
検
を
市
費
で
実
施
し
て
い
る
。

　

中
学
３
年
生
に
限
定
せ
ず
、小
学
校

高
学
年
以
上
の
希
望
者
を
対
象
と
す
る

な
ど
支
援
拡
充
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　

第
三
者
委
員
会
の
設
置
条
例
が
可

決
さ
れ
た
。市
長
は
進
退
に
つ
い
て
し
っ

か
り
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

集
会
所
等
の
投
票
所
が
廃
止
さ
れ
、

各
地
域
の
学
校
に
変
更
さ
れ
た
た
め
、

多
く
の
高
齢
者
が
投
票
に
行
く
の
を

ち
ゅ
う
ち
ょ

躊
躇
、断
念
さ
れ
て
い
た
。投
票
箱
を

搭
載
し
た
車
両
の
中
で
投
票
で
き
る
、

移
動
期
日
前
投
票
所
を
実
施
し
て
は

ど
う
か
。

　

実
施
す
る
場
合
、バ
ス
運
転
手
や
投

票
立
会
人
の
確
保
な
ど
課
題
が
あ
る
。

本
市
で
は
、昨
年
の
衆
議
院
議
員
総
選

挙
か
ら
期
日
前
投
票
所
ま
で
の
移
動

手
段
と
し
て
、市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

無
料
乗
車
券
配
布
を
開
始
し
た
。今
後

も
本
市
で
可
能
な
取
り
組
み
を
継
続

し
て
い
き
た
い
。

　

自
然
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か

ら
ず
、い
ざ
と
い
う
と
き
に
適
切
な
行

動
を
取
る
た
め
、日
頃
か
ら
の
準
備
が

重
要
と
な
る
。避
難
所
へ
の
避
難
が
困

難
な
高
齢
者
の
た
め
、ス
ク
ー
ル
バ
ス

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
利
用
で
き
な

い
か
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
５
台
以
外
は
、

委
託
会
社
の
所
有
す
る
バ
ス
で
あ
る
。

市
の
権
限
の
中
で
ど
こ
ま
で
対
応
で
き

る
か
、今
後
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
え
て
い

る
中
、安
全
に
避
難
で
き
る
移
動
手
段

を
市
と
し
て
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

今
後
も
引
き
続
き
検
討
し
て
ほ
し
い
。

災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
の
設
置

市
長
の
不
倫
・
セ
ク
ハ
ラ
問
題

子
ど
も
向
け
の
各
種
施
策

議
員

要望 要望
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市
内
小
学
校
に
お
け
る
課
題

　

市
庁
舎
は
、建
設
か
ら
58
年
が
経
過

し
老
朽
化
も
進
ん
で
い
る
。旧
耐
震
基

準
に
基
づ
い
て
建
設
さ
れ
て
い
る
が
、

耐
震
改
修
工
事
は
行
っ
て
い
る
の
か

問
う
。

　

主
体
構
造
部
の
耐
震
安
全
性
が
不

足
し
て
い
た
庁
舎
本
館
に
つ
い
て
、平

成
21
年
か
ら
22
年
に
か
け
て
耐
震
補

強
工
事
を
実
施
し
た
。

　

市
庁
舎
の
耐
震
性
は
、国
の
基
準
を

大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。市
と
し
て
の

見
解
を
問
う
。

　

市
庁
舎
は
、建
物
だ
け
で
は
な
く
設

備
の
劣
化
も
進
行
し
て
い
る
。ま
た
、

庁
舎
本
館
は
耐
震
安
全
性
が
十
分
に

確
保
さ
れ
て
お
ら
ず
、災
害
時
の
安
全

性
や
行
政
機
能
の
維
持
に
支
障
が
生

じ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、速
や
か
に

解
決
す
べ
き
と
認
識
し
て
い
る
。

　

具
体
的
な
解
決
策
に
つ
い
て
問
う
。

　

７
つ
の
案
を
抽
出
し
、ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
コ
ス
ト
や
機
能
の
総
合
的
な
検

討
を
行
っ
た
結
果
、新
庁
舎
の
建
設
が

最
適
で
あ
っ
た
。

　

市
庁
舎
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
市

長
の
見
解
を
問
う
。

　

市
庁
舎
の
耐
震
性
能
が
劣
っ
て
い

る
現
状
は
、喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、可

能
な
限
り
迅
速
に
解
決
す
べ
き
で
あ

る
と
捉
え
て
い
る
。ま
た
、市
民
の
利

便
性
も
考
慮
し
、市
民
に
も
喜
ば
れ
る

問問問 問

問問問問 答答答答

答答答答
市
庁
舎
の
建
て
替
え
榊
原
大
祐
議
員

シ
ン
・
タ
ガ
ワ

代
表
質
問

梶
原
み
つ
子
議
員

新
風
会

代
表
質
問

一般質問

庁
舎
建
設
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　

市
民
等
か
ら
の
草
刈
り
等
の
要
望

件
数
と
対
応
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

　

令
和
６
年
度
は
、要
望
件
数
７
０
９

件
の
う
ち
、簡
易
的
な
草
刈
り
は
１
２

６
件
で
あ
り
、財
産
活
用
課
で
対
応
し

て
い
る
。業
者
へ
の
伐
採
業
務
委
託
は

１
３
５
件
だ
が
、要
望
件
数
の
増
加
と

業
者
対
応
の
遅
れ
等
に
よ
り
、処
理
が

追
い
付
い
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

業
者
対
応
の
遅
れ
の
原
因
に
つ
い

て
問
う
。

　

猛
暑
に
よ
る
作
業
員
の
熱
中
症
や

高
齢
化
、人
員
不
足
が
原
因
で
あ
る
。

　

小
規
模
修
繕
の
登
録
業
者
へ
の
発

注
は
で
き
な
い
の
か
問
う
。

小
規
模
修
繕
契
約
希
望
者
制
度
は
、

市
が
発
注
す
る
小
規
模
な
修
繕
で
、予

算
科
目
の
修
繕
料
に
計
上
さ
れ
、契
約

金
額
が
50
万
円
未
満
の
も
の
を
対
象
と

し
て
い
る
。草
刈
り
は
委
託
料
と
な
る

た
め
、制
度
の
対
象
外
で
あ
る
。

　

草
が
生
え
て
見
通
し
が
悪
い
道
路

が
あ
り
、実
際
に
事
故
が
起
き
て
い

る
。市
と
し
て
の
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
問
う
。

　

危
険
箇
所
の
早
期
対
応
と
発
注
方

法
や
業
者
の
選
定
を
関
係
課
と
協
議

し
、検
討
し
て
い
き
た
い
。

答答答
　

児
童
が
増
加
傾
向
に
あ
る
小
学
校
の

受
入
れ
体
制
整
備
等
の
課
題
を
問
う
。

　

弓
削
田
小
で
は
、令
和
８
年
度
に
全
校

児
童
数
で
９
人
ほ
ど
増
え
る
見
込
み
だ

が
、そ
の
程
度
で
あ
れ
ば
通
常
学
級
、特

別
支
援
学
級
と
も
に
現
在
の
教
室
数
で

十
分
対
応
で
き
る
。な
お
、令
和
９
年
度

以
降
は
再
び
減
少
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
等
で
児
童

の
机
が
狭
く
な
っ
て
い
る
と
の
指
摘
が

あ
る
。現
状
と
対
策
を
問
う
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と
教
科
書
を
広
げ

た
際
、現
在
の
机
は
十
分
な
広
さ
で
は

な
い
と
の
意
見
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。児
童
生
徒
や
学
校
の
意
向
等

を
確
認
し
整
理
し
た
い
。

　

市
内
小
学
校
の
施
設
と
付
帯
設
備
の

老
朽
化
に
つ
い
て
現
状
を
問
う
。

令
和
２
年
度
実
施
の
長
寿
命
化
計
画

策
定
の
際
、専
門
家
に
よ
る
構
造

く
た
い

躯
体

の
健
全
性
と
そ
れ
以
外
の
劣
化
状
況
等

の
評
価
を
実
施
し
て
い
る
。そ
の
結
果
、

一
部
の
学
校
で
、屋
上
防
水
機
能
と
電
気

設
備
等
の
機
能
低
下
の
兆
し
が
見
ら
れ

る
と
評
価
さ
れ
た
。児
童
が
日
常
的
に

使
用
す
る
遊
具
は
、表
面
の
さ
び
や
支

柱
の
腐
食
等
の
危
険
度
把
握
の
た
め
、

月
に
１
回
教
職
員
が
、４
か
月
に
１
回

教
育
委
員
会
職
員
が
点
検
を
実
施
し

て
い
る
。危
険
な
遊
具
は
使
用
を
停
止

し
、修
繕
後
に
使
用
を
再
開
し
て
い
る
。

問

問問

問問

答 答答 問問答
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

公
有
財
産
に
お
け
る
草
刈
り
の
対
応

　

他
自
治
体
で
は
、校
舎
の
外
壁
が
崩

れ
た
り
、体
育
館
内
の
設
備
が
落
下
し

た
り
し
て
い
る
。本
市
で
も
同
様
の
事

案
は
発
生
し
て
い
な
い
の
か
。

　

塗
装
の
は
が
れ
な
ど
軽
微
な
も
の
を

除
き
、大
き
な
事
故
は
な
い
。

　

児
童
の
安
全
を
脅
か
す
よ
う
な
状
態

は
す
ぐ
に
で
も
改
善
す
べ
き
で
あ
る
。こ

れ
ま
で
の
学
校
施
設
改
修
計
画
と
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

　

全
小
学
校
の
校
舎
と
体
育
館
は
、耐

震
改
修
と
外
壁
改
修
の
工
事
は
既
に
完

了
。突
発
的
な
破
損
箇
所
等
は
発
見
次

第
、現
場
を
確
認
し
、個
々
に
早
急
な
対

応
を
行
っ
て
い
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
を

上
げ
る
た
め
、本
市
で
は
ど
の
よ
う
な

対
策
を
実
施
し
て
い
る
の
か
。

　

①
窓
口
の
時
間
外
延
長
や
休
日
開

庁
、②
個
人
宅
等
へ
の
出
張
申
請
受
付
、

③
ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ
配
布
に
よ
る
動

機
づ
け
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
す
る

市
民
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
問
う
。

　

身
分
証
明
書
に
な
る
ほ
か
、コ
ン
ビ

ニ
で
の
住
民
票
取
得
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
転
出
届
等
が
可
能
と
な
る
。

議
員
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個
人
質
問

髙
瀬
冨
士
夫
議
員

清
友
会

個
人
質
問

　

厳
し
い
経
営
が
続
く
平
成
筑
豊
鉄

道
の
今
後
の
在
り
方
を
検
討
す
る
た
め

に
設
置
さ
れ
た
法
定
協
議
会
が
実
施
し

た
、沿
線
の
県
立
中
学
校
・
高
校
の
生
徒

に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
問
う
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
対
象
者
の
う
ち
約

83
％
の
６
０
１
０
人
が
回
答
し
た
。こ

の
う
ち
８
９
６
人
が
平
筑
を
通
学
で
使

用
し
て
お
り
、そ
の
約
７
割
が
平
筑
以

外
の
交
通
手
段
が
な
い
と
回
答
し
た
。

　

法
定
協
議
会
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
問
う
。

11
月
頃
に
法
定
協
議
会
で
鉄
道
維

持
案
、Ｂ
Ｒ
Ｔ
転
換
案
、路
線
バ
ス
案
の

３
案
を
比
較
検
討
で
き
る
資
料
が
示
さ

れ
た
後
、春
に
か
け
て
沿
線
市
町
村
の

意
見
を
ま
と
め
る
。な
お
、本
市
は
独
自

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、そ
の
結
果
を

基
に
判
断
し
た
い
。来
春
、各
市
町
村
の

意
見
を
集
約
し
法
定
協
議
会
が
大
ま

か
な
方
針
を
決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

鉄
道
の
在
り
方
を
検
討
す
る
場
合
に

は
、ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー
効
果
の
分
析
を

す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
問
う
。

　

ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー
効
果
と
は
、公
共

交
通
を
廃
止
し
た
場
合
に
、代
わ
り
に

必
要
と
な
る
様
々
な
費
用
を
算
出
し
て

積
み
上
げ
、公
共
交
通
を
維
持
す
る
費

用
と
比
較
す
る
こ
と
で
、公
共
交
通
を

維
持
す
べ
き
か
ど
う
か
の
判
断
材
料
と

す
る
も
の
。算
出
に
は
時
間
と
労
力
を

問問問 答答答

問問 答答

平
成
筑
豊
鉄
道
の
法
定
協
議
会
の
進
捗
状
況

　

米
の
価
格
高
騰
や
、食
料
品
・
日
用

品
等
の
物
価
高
騰
が
続
く
中
、民
間
団

体
の
調
査
で
、ひ
と
り
親
家
庭
の
41
％
が

「
夏
休
み
中
に
子
ど
も
が
１
日
２
食
以

下
で
過
ご
し
て
い
る
」と
の
新
聞
報
道

が
あ
っ
た
。本
市
は
ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
低
所
得
の
世
帯
が
多
く
、現
金
給
付

や
米
の
支
給
な
ど
一
刻
も
早
く
物
価
高

騰
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。見
解
を
問
う
。　

　

物
価
高
騰
の
対
応
と
し
て
、10
月
１

日
か
ら
利
用
で
き
る
プ
レ
ミ
ア
ム
率

30
％
の
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
の
販
売
支
援

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。ま
た
、恒
常
的

な
経
済
支
援
策
と
し
て
、子
育
て
世
帯

向
け
に
、①
保
育
料
の
完
全
無
償
化
、

②
学
校
給
食
の
無
償
化
、③
高
校
生
世

代
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
を
実
施
し
て

い
る
。し
か
し
、子
育
て
世
帯
だ
け
で
は

な
く
、高
齢
者
世
帯
な
ど
に
も
大
き
な

影
響
が
あ
る
こ
と
か
ら
、今
後
も
国
の

物
価
高
騰
対
策
の
動
き
に
十
分
注
意

し
、福
祉
的
に
広
い
視
点
で
支
援
策
等

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

い
じ
め
は
、被
害
児
童
生
徒
へ
の
影

響
を
最
小
限
に
し
、深
刻
化
・
重
大
化
を

防
ぐ
た
め
に
も
、早
期
発
見
・
早
期
対
応

が
重
要
と
考
え
る
。市
内
小
中
学
校
に

お
け
る
い
じ
め
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

　

全
て
の
学
校
に
お
い
て
、い
じ
め
は

問問

問答

答答
物
価
高
対
策

一般質問

深
刻
な
人
権
侵
害
で
絶
対
に
見
逃
さ

な
い
と
い
う
強
い
意
志
や
、い
じ
め
ら
れ

て
い
る
児
童
生
徒
を
最
後
ま
で
守
り
抜

く
信
念
を
持
つ
と
い
っ
た
基
本
認
識
に

立
ち
、い
じ
め
の
未
然
防
止
や
早
期
発

見
・
早
期
対
応
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、教
育
委
員
会
と
し
て
、初
期
段
階

の
い
じ
め
も
含
め
て
積
極
的
に
認
知

し
、そ
の
解
消
に
向
け
組
織
的
に
取
り

組
む
よ
う
校
長
会
を
通
じ
て
指
導
し
て

い
る
。そ
の
ほ
か
、全
教
職
員
を
対
象
と

し
た
研
修
会
実
施
や
、い
じ
め
認
知
の

た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
活
用
に
よ
り
、

い
じ
め
の
理
解
を
深
め
、指
導
力
や
対

応
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　

い
じ
め
が
発
覚
し
た
場
合
に
お
け
る

各
学
校
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

　

各
学
校
で
は
早
急
に
校
内
い
じ
め
対

策
委
員
会
を
開
催
し
、組
織
的
な
対
応

策
を
協
議
し
て
い
る
。ま
た
、教
育
相
談

や
面
談
等
で
事
実
関
係
を
正
確
に
把

握
し
た
上
で
、い
じ
め
ら
れ
た
児
童
生

徒
の
安
全
確
保
と
と
も
に
、家
庭
訪
問

等
で
保
護
者
と
連
携
し
、心
身
の
苦
痛

を
感
じ
て
な
い
と
思
え
る
ま
で
、継
続

し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。学
校

だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
重
大
な
い
じ

め
事
案
等
は
、警
察
と
連
携
し
て
対
応

を
行
っ
て
い
る
。本
年
度
か
ら
警
察
官

Ｏ
Ｂ
を
生
徒
指
導
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
配

置
し
、各
学
校
に
専
門
的
な
視
点
か
ら

助
言
し
て
い
る
。

要
す
る
。沿
線
自
治
体
と
合
意
が
形
成

さ
れ
次
第
、法
定
協
議
会
に
算
出
の
依

頼
を
し
た
い
。

　

鉄
道
が
持
つ
多
面
的
な
効
果
を
市

民
に
分
か
り
や
す
く
示
し
、市
民
が
判

断
で
き
る
よ
う
に
整
理
し
て
ほ
し
い
。

　

不
登
校
児
童
生
徒
や
私
立
及
び
市

外
の
公
立
学
校
に
通
う
児
童
生
徒
は
、

給
食
費
無
償
化
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
な

い
。公
平
性
に
つ
い
て
、見
解
を
問
う
。

　

学
校
内
に
お
け
る
公
平
性
の
観
点
か

ら
、通
学
す
る
学
校
の
あ
る
自
治
体
か

ら
援
助
を
受
け
る
制
度
設
計
と
し
て
い

る
。来
年
度
か
ら
国
が
進
め
る
給
食
費

無
償
化
の
制
度
設
計
を
注
視
し
つ
つ
必

要
な
対
応
を
見
極
め
た
い
。

　

他
自
治
体
の
取
り
組
み
を
参
考
と
し

て
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
と

な
る
よ
う
制
度
の
見
直
し
を
求
め
る
。

　

前
二
場
市
政
に
お
い
て
、入
札
制
度

改
革
に
逆
行
し
て
指
名
競
争
入
札
を

建
設
工
事
に
お
け
る
基
本
的
な
入
札
制

度
と
し
た
。当
時
の
入
札
は
適
切
に
行

わ
れ
た
の
か
見
解
を
問
う
。

　

現
在
、特
命
調
査
を
行
っ
て
お
り
、常

任
委
員
会
で
調
査
結
果
の
報
告
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

給
食
費
無
償
化

指
名
競
争
入
札
の
検
証

い
じ
め
対
策

議
員
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入
札
制
度

　

近
年
の
猛
暑
に
よ
り
、熱
中
症
に
よ
る

救
急
搬
送
が
増
加
し
て
い
る
。環
境
省
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
も「
冷
た
い
飲
料
の
準
備
」

が
推
奨
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、小
中
学

校
へ
の
冷
水
機
設
置
は
有
効
で
は
な
い

か
。市
の
見
解
を
問
う
。

　

学
校
で
の
水
分
補
給
は
、家
庭
か
ら

持
参
し
た
水
筒
を
基
本
と
し
て
お
り
、

十
分
な
飲
料
を
持
参
す
る
よ
う
指
導

し
て
い
る
。ま
た
、冷
水
機
能
は
な
い

が
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
を
各
学
校

に
設
置
し
て
お
り
、中
学
校
に
は
自
動

販
売
機
も
設
置
し
て
い
る
。一
方
で
、冷

水
機
に
つ
い
て
は
雑
菌
繁
殖
や
感
染

事
例
な
ど
衛
生
管
理
上
の
課
題
が
あ

り
、教
職
員
の
管
理
負
担
や
安
全
性
確

保
の
面
か
ら
、現
時
点
で
は
設
置
に
踏

み
切
れ
て
い
な
い
。

　

令
和
３
年
度
に
、家
庭
ご
み
の
収
集

運
搬
業
者
選
定
で
不
適
切
な
事
案
が

あ
っ
た
と
し
て
委
託
契
約
を
解
除
す
る

方
針
が
示
さ
れ
た
。契
約
継
続
の
上
で
制

度
見
直
し
を
図
る
方
法
も
考
え
ら
れ
る

が
、契
約
解
除
の
目
的
と
、そ
れ
に
よ
り

市
民
が
得
ら
れ
る
利
益
に
つ
い
て
問
う
。

契
約
解
除
の
目
的
は
、契
約
の
公
正

性
・
公
平
性
・
透
明
性
を
確
保
す
る
こ

と
で
あ
る
。こ
の
姿
勢
を
継
続
し
て
実

行
し
て
い
く
こ
と
が
、長
期
的
に
は
市

民
の
利
益
に
つ
な
が
る
と
判
断
し
て

い
る
。

問 問

問問問 答答答

答答
小
中
学
校
へ
の
冷
水
機
設
置

永
松
広
宣
議
員

公
明
党

個
人
質
問

佐
藤
俊
一
議
員

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

個
人
質
問

一般質問

契
約
解
除
に
よ
り
損
害
賠
償
や
訴
訟

費
用
が
生
じ
た
場
合
、そ
れ
ら
は
税
金

で
賄
わ
れ
る
。具
体
的
な
金
額
を
問
う
。

契
約
解
除
は
相
手
方
と
の
合
意
に

よ
り
行
う
た
め
、訴
訟
に
発
展
す
る
こ

と
は
想
定
し
て
い
な
い
。賠
償
金
に
つ

い
て
は
、人
件
費
や
逸
失
利
益
な
ど
を

含
め
て
８
２
０
万
円
程
度
を
見
込
ん

で
い
る
。

　

契
約
解
除
後
、新
た
な
業
者
が
ご
み

処
理
施
設
に
搬
入
す
る
に
は
、広
域
環

境
衛
生
施
設
組
合
の
許
可
が
必
要
と

考
え
る
。事
前
協
議
は
行
っ
て
い
る
か
。

　

廃
棄
物
処
理
法
及
び
同
法
施
行
規

則
に
よ
り
、市
町
村
か
ら
委
託
を
受
け

た
業
者
は
許
可
を
要
し
な
い
と
さ
れ

て
い
る
。し
た
が
っ
て
、搬
入
は
可
能

と
認
識
し
て
お
り
、現
段
階
で
は
組
合

と
の
事
前
協
議
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

こ
の
許
可
不
要
の
規
定
は
市
内
の

家
庭
ご
み
の
収
集
に
限
ら
れ
、搬
入
許

可
と
は
別
で
あ
る
。県
の
廃
棄
物
対
策

課
も
搬
入
は
広
域
組
合
の
判
断
と
し

て
い
る
。新
業
者
が
搬
入
許
可
を
得
ら

れ
な
け
れ
ば
ご
み
処
理
は
滞
る
こ
と

に
な
る
が
、市
は
こ
の
違
い
を
認
識
し

て
い
る
の
か
問
う
。

　

法
解
釈
に
つ
い
て
は
、法
律
相
談
で

弁
護
士
か
ら
一
定
の
見
解
を
い
た
だ
い

て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、ご
指
摘
の
点

に
つ
い
て
は
再
度
確
認
を
し
た
い
。

答答答
　

入
札
の
透
明
性
や
競
争
性
を
高
め
る

た
め
、平
成
23
年
度
か
ら
条
件
付一般
競

争
入
札
を
実
施
し
て
い
た
が
、令
和
元
年

度
に
落
札
率
の
高
止
ま
り
を
解
消
す
る

こ
と
等
を
理
由
と
し
て
指
名
競
争
入
札

へ
変
更
さ
れ
た
。こ
れ
に
よ
り
落
札
率
の

高
止
ま
り
は
改
善
さ
れ
た
の
か
問
う
。

　

明
ら
か
な
改
善
結
果
は
見
受
け
ら
れ

な
い
。

　

指
名
競
争
入
札
を
復
活
し
た
も
う
一

つ
の
理
由
で
あ
る
、優
れ
た
工
事
を
施
工

し
た
事
業
者
に
入
札
機
会
を
増
や
す
な

ど
の
優
遇
措
置
を
与
え
る
と
い
う
こ
と

は
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
の
か
問
う
。

　

優
れ
た
工
事
を
施
工
し
た
事
業
者
の

優
遇
措
置
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、明
確

な
基
準
は
策
定
で
き
て
い
な
い
。

　

以
前
は
契
約
の一元
化
の
た
め
に
契
約

管
理
課
を
設
置
し
て
い
た
が
、現
在
は
財

政
課
の一
係
と
し
て
い
る
。入
札
制
度
の

改
革
方
針
に
従
っ
て
１
つ
の
課
に
戻
す
こ

と
に
つ
い
て
の
検
討
状
況
を
問
う
。

　

各
部
署
に
お
け
る
業
務
量
調
査
の
全

体
的
な
評
価
が
終
わ
り
次
第
、契
約
事

務
担
当
課
新
設
の
検
討
を
進
め
た
い
。

　

移
動
ス
ー
パ
ー
参
入
促
進
事
業
補
助

金
を
創
設
す
る
た
め
の
令
和
7
年
度
予

算
が
３
月
議
会
で
可
決
さ
れ
た
。こ
の
事

問

問

問問問

答答問答
田
川
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の

設
置
に
関
す
る
諸
問
題

一
般
廃
棄
物︵
ご
み
︶収
集
・
運
搬
業
務

委
託
契
約
の
解
除

買
い
物
弱
者
対
策

業
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

　

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
品
物
の
提
供

が
可
能
な
事
業
者
の
確
保
に
努
め
て
い

る
。体
制
が
整
い
次
第
実
施
し
た
い
。

　

田
川
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
が

提
出
し
た
隣
接
農
地
所
有
者
の
同
意
書

が
偽
造
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
た
め
、３

月
議
会
に
お
い
て
農
業
委
員
会
で
の
再

度
の
調
査
実
施
を
要
望
し
た
。①
地
元

農
業
委
員
が
同
社
か
ら
隣
接
農
地
所
有

者
の
同
意
書
に
印
鑑
を
押
し
て
も
ら
う

こ
と
を
委
託
さ
れ
た
の
か
。②
地
元
農
業

委
員
が
隣
接
農
地
の
所
有
者
に
印
鑑
を

押
し
て
も
ら
っ
た
の
か
。こ
の
２
点
に
つ

い
て
の
調
査
の
進
捗
に
つ
い
て
問
う
。

　

調
査
は
令
和
６
年
12
月
に
行
い
、関

与
し
た
と
さ
れ
る
農
業
委
員
も
覚
え
て

い
な
い
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、そ
れ

以
降
は
農
業
委
員
会
で
こ
の
こ
と
は
調

査
し
な
い
と
い
う
結
論
に
至
っ
て
い
る
。

　

隣
接
農
地
所
有
者
が
同
意
書
の
偽
造

さ
れ
た
箇
所
の
抹
消
を
求
め
て
い
る
と

聞
い
た
が
、そ
の
て
ん
ま
つ
は
農
地
所
有

者
の
求
め
に
応
じ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る

の
か
問
う
。

　

同
意
書
に
記
載
の
氏
名
や
押
印
は
訂

正
請
求
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。

議
員
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村　
�

勇
介
議
員

シ
ン
・
タ
ガ
ワ

シ
ン
・
タ
ガ
ワ

個
人
質
問

辻　

智
之
議
員

個
人
質
問

　

市
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
数
と

不
登
校
児
童
生
徒
数
に
つ
い
て
問
う
。

　

児
童
生
徒
数
３
３
７
３
人
。昨
年
度

の
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
２
８
９
人
。

　

不
登
校
の
解
決
に
向
け
た
対
策
に

つ
い
て
問
う
。

　

不
登
校
の
未
然
防
止
と
し
て
、魅
力

あ
る
学
校
づ
く
り
や
早
期
ア
プ
ロ
ー

チ
を
重
視
し
た
不
登
校
対
策
校
内
支

援
充
実
事
業
を
行
っ
て
い
る
。不
登
校

児
童
生
徒
へ
の
対
応
と
し
て
、適
応
指

導
教
室
で
の
個
別
支
援
、学
校
内
の
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
学
習
支

援
等
を
行
い
、保
護
者
に
対
し
て
は
、

家
庭
訪
問
等
で
情
報
共
有
、情
報
提
供

を
行
っ
て
い
る
。さ
ら
に
今
年
度
か
ら

こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口
を
開
設
し
、相
談

員
が
児
童
生
徒
だ
け
で
な
く
保
護
者

か
ら
の
相
談
に
も
対
応
し
て
い
る
。

　

適
応
指
導
教
室
や
校
内
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
の
課
題
に
つ
い
て
問
う
。

　

適
応
指
導
教
室
は
、部
屋
の
ス
ペ
ー

ス
や
指
導
員
の
不
足
、校
内
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
は
、学
習
環
境
や
教
員
配
置

等
に
課
題
が
あ
る
。児
童
生
徒
一
人
ひ

と
り
の
状
況
を
把
握
し
、持
続
可
能
な

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
く
。

　

民
間
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
と
の
連

携
や
利
用
者
の
費
用
助
成
に
つ
い
て

本
市
の
見
解
を
問
う
。

　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
と
情
報
共
有

問問問問 答答答答

問答

小
中
学
校
に
お
け
る
不
登
校
問
題

　

本
市
に
お
け
る
外
国
人
居
住
者
の
実

態
に
つ
い
て
問
う
。

　

令
和
７
年
７
月
末
現
在
、外
国
人
住

民
は
１
２
８
８
人
。国
籍
別
人
口
の
多

い
順
に
、ベ
ト
ナ
ム
６
４
１
人
、イ
ン
ド

ネ
シ
ア
１
０
７
人
、フ
ィ
リ
ピ
ン
１
０
４

人
で
あ
る
。

　

外
国
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
本

市
施
策
に
つ
い
て
問
う
。

　

窓
口
で
は
、ド
イ
ツ
人
国
際
交
流
員

（
Ｃ
Ｉ
Ｒ
）に
よ
る
英
語
の
通
訳
や
翻
訳

機
、国
の
通
訳
支
援
を
利
用
し
て
多
言

語
に
対
応
し
て
い
る
。ま
た
、市
役
所
に

外
国
人
相
談
窓
口
を
設
置
し
た
ほ
か
、

広
報
紙
や
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
の
多

言
語
配
信
を
行
っ
て
い
る
。今
後
も
外

国
人
と
共
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
を
目
指
す
。

　

外
国
人
と
の
共
生
の
た
め
の
交
流
や

相
互
理
解
を
促
す
た
め
に
本
市
で
実
施

し
て
い
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

　

Ｃ
Ｉ
Ｒ
等
に
よ
る
異
文
化
交
流
イ
ベ

ン
ト
や
、中
学
生
の
ド
イ
ツ
派
遣
事
業

等
を
通
し
て
、外
国
人
と
の
交
流
と
相

互
理
解
の
場
の
創
出
を
行
っ
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｉ
Ｒ
の
取
り
組
み
は
更
に
進
め
て

ほ
し
い
が
、欧
米
や
英
語
圏
の
方
と
の

交
流
事
業
が
中
心
の
よ
う
に
感
じ
る
。

現
在
本
市
に
多
く
住
ま
れ
て
い
る
ア
ジ

ア
圏
の
人
々
へ
の
差
別
や
偏
見
を
な
く

問問問

問答

答答答
外
国
人
と
の
共
生
施
策

一般質問

し
、相
互
理
解
を
進
め
る
た
め
の
取
り

組
み
も
今
後
進
め
て
ほ
し
い
。

　

政
治
倫
理
審
査
会
の
設
置
目
的
と

そ
の
役
割
に
つ
い
て
問
う
。

　

政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
、有
識
者

や
市
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が

目
的
で
、市
長
等
及
び
市
議
会
議
員
の

資
産
等
報
告
書
の
審
査
や
、市
民
か
ら

の
調
査
の
請
求
に
対
す
る
調
査
等
を
行

う
役
割
が
あ
る
。

　

現
在
、議
会
に
設
置
さ
れ
て
い
る
公

職
選
挙
法
及
び
田
川
市
政
治
倫
理
条

例
違
反
疑
惑
に
関
す
る
検
証
等
特
別

委
員
会
で
審
査
中
の
案
件
に
係
る
同
審

査
会
の
調
査
結
果
は
、企
業
の
筆
頭
株

主
で
、高
額
な
報
酬
を
受
け
取
っ
て
お

り
、会
社
名
義
の
自
動
車
に
乗
っ
て
い

る
人
物
が
そ
の
企
業
と
密
接
な
関
係
に

あ
る
と
は
言
え
な
い
と
い
う
、大
い
に
疑

問
を
感
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。ま
た
、議

事
録
は
非
公
開
、結
果
に
対
す
る
議
会

か
ら
の
質
問
に
も
条
例
に
規
定
が
な
い

た
め
正
面
か
ら
取
り
合
わ
な
い
、と
い
う

姿
勢
は
、市
民
か
ら
の
不
信
感
を
増
幅

さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。同
審

査
会
側
は
本
市
政
治
倫
理
条
例
に
則
っ

た
対
応
を
し
て
い
る
と
い
う
主
張
で
あ

る
た
め
、実
情
に
応
じ
た
実
効
性
の
あ

る
条
例
改
正
に
向
け
議
論
し
た
い
。

し
、フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
登
校
を
出

席
扱
い
に
す
る
な
ど
、連
携
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。保
護
者
負
担
金
に
対

し
て
の
補
助
等
は
現
在
実
施
し
て
い
な

い
が
、他
市
町
村
の
状
況
な
ど
を
調
査

し
た
い
。

　

田
川
地
区
広
域
環
境
衛
生
施
設
組

合
が
、し
尿
処
理
業
者
に
対
し
て
行
っ

た
不
許
可
処
分
や
許
可
取
消
処
分
に

つ
い
て
、そ
の
処
分
を
取
り
消
す
旨
の

判
決
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
、本
市
は
把

握
し
て
い
る
か
。ま
た
、そ
の
判
決
を
受

け
て
の
組
合
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

　

判
決
が
出
た
こ
と
は
新
聞
等
の
報

道
に
よ
り
把
握
し
て
い
る
。判
決
を
受

け
て
以
降
、組
合
議
会
が
開
催
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、そ
の
件
に
つ
い
て
組
合

議
会
へ
の
報
告
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

本
市
は
当
該
組
合
の
構
成
団
体
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、判
決
に
つ
い

て
の
報
告
が
な
さ
れ
な
い
の
は
、組
織

の
体
制
と
し
て
正
常
で
は
な
い
と
考
え

る
。現
在
、斎
場
組
合
や
消
防
組
合
と

統
一
化
す
る
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、違
法
行
為
を
行
う
よ
う
な
組
合
と

の
統
一
化
に
は
賛
成
で
き
な
い
。組
合

に
対
し
て
詳
細
な
説
明
を
求
め
、本
市

議
会
に
も
そ
の
対
応
や
改
善
策
に
つ
い

て
報
告
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

田
川
市
政
治
倫
理
審
査
会

議
員

議会のおしらせ No.230 12

要望

要望

意見

田
川
地
区
広
域
環
境
衛
生
施
設
組
合
の

違
法
行
為
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